
会報第訓号 轡&宮崎轡頑2ヲーク

jPL嚢可韓協だより

ともに支えあう、 安心 a安全 e福祉のまちづくりを岳指して

¥ ，J f'¥ I ! /1 / 
-Jhp/1 

高齢若々 、れω¥J -I 

第25聞熊石高齢者ふれあい演芸会は、去る 2月20日

土躍毘ふれあい交流センターくまいし鎮で開催されま

した。

今年は、ふれあい演芸会が始まってから25問自の開

催で、参加された皆さんへ感謝の気持ちを込め、赤飯

と紅白鰻頭を席に用意でき、会場がとても撃やかにな

りました。

また、今年は熊石高齢者

ダンスサークルのメンバー

が楽しいダンスの披露をし

ていただき、今までとは、

ちょっと違った雰囲気も楽

しめたのではないでしょう

か。

1時から始まった fふれ

あい演芸会jも、全部の演目が終了したのは4時近くで

した。参加いただいた高齢者の皆さん、ご苦労さまで

した。そして、保育園の園児の皆さんをはじめ、出演

いただいた皆さん、本当にありがとうございました。

また来年も元気でお会いしましょう。

ぃ、¥1-':' .~I'./ I i心

社会福祉法人 八雲町社会福祉協議会



(2) 
l 八雲町社協定さより 11111111111111111[[1111

八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋

松

等

就
任
の
ご
挨
拶

平
素
は
、
八
時
長
一
町
役
会
福
祉
協
議
会
に
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
役
員
の
改
選
に
伴
い
理
事
の
皆
様
の
ご
推
挙
と

ご
賛
同
を
賜
り
、
会
長
の
要
職
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
ま

し
て
、
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
域
福

祉
の
充
実
に
向
け
て
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

少
子
・
高
鈴
社
会
と
絞
家
族
化
の
進
展
や
社
会
経
済
の
変

化
の
中

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で

新
一
一
期
地
域
福
祉
実
践
計
爾
を
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
五
カ
年
計
酒
で
進
め
て
お
り
、
町
、
福

き
る
よ
う
、

社
協
で
は
、

祉
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
協
働
し
、

基
本
理
念
で
あ
る

「
と
も
に
支
え
あ
う
、

安
心
・
安
全
・
福
祉
の
ま
ち
守
つ
く
り
」

実
現
に
向
け
、

各
事
業
の
推
進
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、
町
民
か
ら

見
た
社
協
、
利
用
者
か
ら
見
た
介
護
保
険
事
業
所
の
視
点
を

大
切
に
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
な
お
一
一
層
の
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
お
年
1
月
沼
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
理
事
、
獄
事
が

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

(
任
期
一
平
成
お
年
2
月
1
日
か
ら
平
成
初
年
1
月
幻
自
)

。書
官 敬
此 称

略

Q I1匡
EE不

重型

。
秋
松
等
(
学
識
経
験
者
)

O
長
江
脱
出
一
(
町
内
会
等
連
絡
協
議
会
)

O
佐
藤
弘
(
町
内
会
等
連
絡
協
議
会
)

五
十
嵐
泰
雄
(
町
内
会
等
連
絡
協
議
会
)

能
代
常
男
(
民
生
委
員
協
議
会
)

田
谷
戟
子
(
民
生
委
員
協
議
会
)

竹
内
弘
(
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
)

佐
橋
忠
男
(
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
)

小
西
寿
美
子
(
子
供
会
脊
成
連
絡
協
議
会
)

洋
子
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
)

愛
子
(
社
会
福
祉
施
設
団
体
)

一
冗
彦
(
社
会
教
脊
関
係
図
体
)

達
己
(
学
識
経
験
者
)

省
一
(
学
識
経
験
者
)

千
秋
(
学
識
経
験
者
)

宮岡吉小棺 111
田島村林木口富

濁
(
敬
称
略
順
不
同
)

干
場

岩
佐

光
(
学
識
経
験
者
)

隆
治
(
学
識
経
験
者
)

平
成
お
年
4
月
4
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
が
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

(
任
期
一
平
成
お
年
4
月
5
日
か
ら
平
成
初
年
4
月
4
日
)

霊平i
[議l
l員!
敬
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略
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不
同
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生
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人
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ブ
連
合
会
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ブ
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会
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ブ
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合
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)
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設
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極
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経
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者
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題 本指針
八雲町社会福祉協議会は、「ともに支えあう、安心・安全・福祉のまちづくりjを組織理念に掲げ、地域住

民・行政・町内会・福祉絡設・福祉団体・ボランティア等との密接な連携と協働のもと地域福祉向上に取り級

んでまいりました。

しかし、少子高齢化や住民生活の多様化さらには人口減少を背景に、様々な生活課題が引き統き顕在化して

おり、また、社会保障制度改革により各分野における諸改革が進み、地域住民を取り巻く環境は大きく変化を

してきでおります。

こうした中、誰もが安心して暮らし続けることができる地域社会を実現していくためには、地域住民相互の

終がりの高めあいとともに生活談題を受けJlこめていく体制lづくりと地域福祉活動が一騎求められています。

そのため、目的を共有するすべての俗人・団体と協力・協働しながら、平成25年3月に策定した「新第2邦l
地域福祉実践計画jの着実な実践と、次に掲げる10項目の重点推進事業の展開に役職員一丸となって取り組ん

でまいります。

田Iからの受託事業を含め、社協の中心となっている在宅福祉サービス事業の実施に当たっては、事業効果が

最大限発陣できるよう引き続き遂行に努めます。

八雲町社協は、デイサービス・居宅介護支援・訪問介護(熊石地域)の三事業の介護保険事業所を開設して

いますが、近年は利用者の減少に加え、昨年度は大幅な介護報酬iの改正により厳しい緩営環境にあり、本年度

以降も改善の兆しが推し計れないことから環境の改善が必要となっています。社協が介護サービス事業を実施

していることにより、介護やケアマネジメントの専門性が蓄積され、個別の相談に対し総合的かつ却応的に対

応することができます。

そのため、こうした役割を確実にはたすためにも、各事業所の事業計画(案)を慕本に、引き続き信頼され

籾しまれる事業所として、利用者確保のー閣の強化と社協らしい事業展開を図りながら、継続的な事業経営に

努めてまいります。

点機議 事

(1)地域実践計画の推進

5年計函(平成25年度~平成29年度)の新第 2期地

域福祉実践計画については、地域福祉実践計画推進委

員会において、必要に応じ事業の進行管理や評価・見

直しを行ってまいります。また、関係団体等との協議

や相互協力を図り、新規事業をはじめとする計商事業

の着実な実施に取り組んでまいります。

(2)地域福祉活動の推進

地域福祉活動は「みんなで支えあう」を理念とし、

社協活動との協働を促進するため地域住民やあらゆる

団体・組織と連携した住民福祉活動を推進し、様々な

課題解決のための取り組みを行ってまいります。

隔年実施の社会福祉大会は本年で6回目となります。

福祉関係者が…堂に会し、地域福祉の意義や役説、ま

た推進方法等について関係者と共有すべく、内容の充

実に努めてまいります。

ふれあい広場の調催や乳酸菌飲料配布などの高齢者

見守り事業の実施、更には町内会等の自主的な福祉活

動への協力支援についても引き続き取り組むとともに、

新たに地域特性に応じた「地域包括システムの構築に

向けた新たな地域支援事業」への対応について検討し

てまいります。

(3)ボランティアセンターの運営とボランティア団体

との連携

地域福祉を推進するためには、ボランティアの協力

は不可欠であります。

そのため、ボランティアスクールや青少年福祉活動

体験事業の調催、ボランティア愛ランド北海道への参

加を通じ、ボランティア活動の推進と育成を目指して

まいります。また、各ボランティア匝体の活動紹介や

支援体告Ijに引き続き取り組んでまいります。

ボランティアセンター(愛情銀行)事業は、主に町

の補助金と町民の寄附金を基にボランティア団体への

運憤助成やボランティア育成事業を実施しています。

このうち寄附金は減少傾向が続いていることから、よ

り善意が広がる工夫によって事業の見直しを翻ってま

いります。

何)生活困窮者自立支援活動の実施

経済困窮者や社会的孤立の状況にある生活困窮者に

対し、「自立支援相談センターおしま」と連携し自立支

媛棺談を行ってまいります。

また、低所得者や経済的な生活課題を抱える泣帯に

対し、生活時金(社協単独事業)、生活福祉資金(北
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海道社協事業)の貸付と相談支援を行い、経済的自立

及び生活意欲の助長促進を図ってまいります。

(5)在宅福祉活動の推進

町からの受託事業を中心に実施している、給食(八

雲)、移送(八雲・熊石)、高齢者訪問(熊石)サ ビ

スなどの在宅福祉サ ピス事業については、利用者が

より良い生活が送られるよう、サ ビスの質の向上に

努めてまいります。町民の善意により寄贈された車椅

子やベットの有効活用を行っている福祉用具無料貸付

事業について引き続き実施してまいります。

(6)相談・権利擁護事業

心配事相談の多くは経済的要因が大部分であり、行

政や関係者と連携を図りながら相談援助活動に努めて

まいります。また、各種事業や活動を通じ住民の悩み

に速やかに相談にのり適切な助言支援等を合わせて行

ってまいります。

北海道社協からの受託事業であります、判断能力が

十分でない方の金銭管理等を支援する日常生活自立支

援事業(地域福祉権利擁護事業)は、利用要望に対応

しうる体制をま室え、生活支援員の確保等実施体制の万

全を期してまいります。

(7)介護保険事業所の健全経営

介護保険事業(通所、居宅、訪問)は、利用者満足

度アンケートにおいて高い評価を受けており、今後に

おいても利用者の声を受け止め殺しまれる介護サ ビ

スの提供体制に努めてまいります。

しかし、昨年度の介護保険法の改正や介護報酬の減

額改正から各事業において収支均衡を図ることが困難

な状況とともに、通所介護事業所においては介護報酬

区分の見直し等から、一層慎重な事業運営の在り方が

求められており、各事業所の収支の均衡に努めながら

介護保険事業総体として運営方法の見直しを図ってま

いります。

(8)財源の確保と財政の確立

八雲町社協は、町からの運営補助金、在宅福祉サ

ビス等の委託金、介護保険事業にともなう介護報酬、

町民等からの愛情銀行への寄間金、更には住民の理解

と協力を得た自主財源、であります個人会費・賛助会費・

特別会費及び共同募金助成金など多様な公的財源によ

り運営されています。

会費などの自主財源は、人口減少や長引く経済不況

により厳しい状況にありますが、役職員一丸となって

財源確保に努めてまいります。

①会費納入について

自主財源の中で大きな割合を占める会費については、

引き続き住民や町内会等の理解を得ながら個人会費の

納入と賛助会員・特別会員の加入促進に努めてまいり

ます。

②共悶募金運動への協力

住民の善主主と助け合いの精神により、地域福祉推進
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の取り絡みを財源で支える赤い羽根共同募金は、社協

が行っている各種団体助成金の原資であり蓑要な自主

財源であります。

そのため、八雲町共同募金委員会が実施する募金活

動に対し、積極的に参加し支援協力してまいります。

③基金・積立金について

社協には、資本金となる基本財産のほか、福祉基金、

財政調整基金、人件費積立金、{商品議入積立金、退職

手当引当金があり、その管理には八雲町社協資金管理

運営方針等に基づき万全を期してまいります。

また、資金状況に応じ積立と基金設置目的に沿い有

効活用を図ってまいります。

(9)社協組織運営の充実

①啓発・広報活動

f社協だより」、「支所だよりjを年4自発行し、各種

事業や行動の周知を濁り社協活動の啓発に努めてまい

ります。

また、ホ ムベ ジを活用した広報活動も行ってま

いります。

②組織運営の充実

評議員会、理事会の開催を通して、法人運営や事業

推進の方向性を決定するとともに、監査の災施により

法人運営の適正化を図ってまいります。

また、必要に応じ各委員会及び正副会長会議を開催

し個別対応を図ります。更には研修会への参加や関係

団体との交流等を通じ情報収集に努め、地域福祉を推

進する団体との役割・機能を発揮し、地域に理解と信

頼を得られる社協づくりに努めてまいります。

職員研修会を年2回調催するなど、職員の資質向上

と専門性の確保に努めてまいります。

③地域間交流の促進

平成26年度より開催している渡島噴火湾社会福祉協

議会(鹿部町・森町八雲町“長万部町)連絡会議に

積極的に参加し、近隣社協との連携・交流を 層推進

してまいります。

また、八雲・熊石両地域の交流についても、引き続

き各種行事・事業等の相互参加等を殴りながら、交流

促進を一層の推進に努めてまいります。

。印町からの受託事業の実施

町からの受託事業は次のとおりとなっており、遺漏

のないよう努めてまいります。

①八雲町総会保健福祉施設シルバープラザ管理業務

②寝たきり高齢者等移送サービス事業(八雲・熊石地域)

③高齢者等給食サービス支援事業(八雲地域)

④緊急通報体制整備事業(八雲・熊石地域)

⑤生きがいデイサービス運賞事業(八雲地域)

⑥要介護認定訪問調査事業(八雲地域)

⑦介護予紡サービス計画作成業務(八雲地域)

③高齢者生活指導員派遣事業(熊石地域)

⑨独り暮らし高齢者訪問事業(熊石地域)
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平成28年麓八雲瞬社金福祉協議金収支予算

[本所拠点区分]

O法人本部運営事業

0共間募金助成金事業(本所)

0在宅福祉纂業(本所移送・給食)

O緊急通報システム事業

0ふれあい広場事業

(収入)

[支所拠点区分]

O共同募金劫成金事業(支所)

O在宅福祉事業(支所移送)

(収入)

予

忙で竺本一 ~1 予

1_IIlL豆(託金…収…み「三十

周時五五五E
i介護保険哩 -̂-C
!自立支援登警収:7¥[

!?受取手Ij怠配当金収入 T…

(単位千円)

47，749 I 0遥所介護事業

1，650 10居宅介護支援事業

6，17710ボランティアセンター(愛情銀行)事業

2，052 I 0生活一時金貸付事業

32，245 

16，236 

1，091 

1，5∞ 
173 1，33610生活福祉資金貸付事業

(支出)

110，209 

490 10訪問介護憲業

1，535 I 0小口資金貸付事業

(支出)

(単位千円)

12，277 

6，82 1 

1 ， 6 5 0 

588 

(単位千円)

11，029 

501 

(単位ー千円)

算 額 一一有一一十百十一一[ 予 算 額

~…五すすで口L ………性………………雪j-…… 1 0， 7里o
三 490 湾プ一三豆三三三豆1 1 ， 6 3 5 

7 ， 6烹了直一~3I 豆1 …… 70 
-十立子γI7貸付事業支出[ 500 

号，1共同…募…i会…助成会 1....... ..... .................... 4旦o
i雑 JjJ(一一-̂ 十三十一一 1 I予備費 100

i 償還金収 2 一一 500 L il … ……一一一… i 
!前期末支払資金残高仁 21プ育つ仁三 :i ! 
市町拠点区分収支予算合計一[ 13 ， 555[:支所拠容12S:7f~出予算合計一 1 ミ， 55 空 i

入予算総 合計 i 1里旦，_.76 4 '1支出予算総合計1r 123，764 
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当社協は、町民皆様のお力添えに支えられながら、地域福祉、在宅福祉そして介護保険事業所

の運営を推し進めております。

社協の運営財源は、町民皆様から収めていただく会費、町補助金、受託事業の受託金、赤い羽根

共同募金の助成金、そしてボランティアセンター(愛情銀行)によせられた寄付金(浄財)、介護

報酬等により賄われています。

主な使い道は、職員の人件費、介護保険事業、毎年開催するふれあい広場事業(敬老会)、在宅

福祉事業(移送サービス事業、給食宅配事業、緊急通報システム設遣事業等)、会報(社協だよ

り)発行事業、各種福祉団体、青少年団体への助成事業等に使われております。

お願いする会費は次のとおりです。

円∞
 

R
U
 

費ム一品般

。
灸
漁
協
議
認
ダ

いします。

本年度もご理解賜りご協力下さるようお願いするとともに、全戸加入下さるようご協力をお願

。賛劫会費一口 3，(問円

後臼、社協役職員がお伺いいたしますので、社協の地域福祉事業にご理解いただき、ーロ以上

のご配慮下さるようお願いします。

離露護霊?銀関襲撃結堅幹塁響機@護軍機関

熱体勝体麟撃機巧〉事ィ
八雲町社会福1'Jtt窃議会では、熊石地域の中学生、高校生

を対象に冬休み中の体験ボランティア事業を実施しました。

福祉現場での体験ボランティア事業は、相沼保育盟、熊

石保育園、くまいし荘、熊石デイサービスセンタ一、へル

パーとのふれあい訪問を 1月7日(木)~8 日(金)の 2

日間で27名の生徒さんに参加していただきました。

寒い日だったにもかかわらず、参加者みなさんが元気に

挨拶をしている姿は、とても頼もしく感じました。

また、今年3月で閉校の熊石高校の生徒さんも参加して

いただき、本当にお世話になりありがとうございました。

今回は、 2日間で延べ34名の方が参加して下さいました。

お疲れさまでした。
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平成28年2月13日(土)シルパ プラザ!こて、平成27年度ボラ

ンテイアスクールを開催いだしまし左。

毎年ボ、ランテイアのネットフークづくりやボランテイア参加

者の知識・資質の向上を図ることを図的!こ開催しています。

さき年度|法、 69名の万々 力古参加されまし定。

し
『ボランテイ?とはな!こよ?~あれから50年~]をテーマ巳現在宅5幅広くさまざまなボランティア活

動を行い、ご活躍されている呉氏Iel:、有珠山の噴火時の避難者の受け入れや感じ主主こと、経験しなけ

ればわからないことなど冗談を:)(えながら当時の状況などをお話しして

くれまし足。

終始会場は笑いiこ包まれながらもみなさん真剣!こ聞き入っていましど。

?の中12.1芯

!こなっている方もおり、笑いを交えながら楽

しく学ぶことができましだ。一つ一つの包帯

の巻き方Cも意味があり、みなさん関/らする

こともあり、ボランテイア活動中以外|こも私

生活lこも役立つ講習巴なっ芝ょうでし定。

、うまくできている方もいればぐるぐる巻き

〈二〉
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ボランティアセンター(愛情銀行)

平成27年12月16日~平成28年4月15日
(順不同・敬称略)

盤十

319，398円

118，283円

50，000円

20，000円

100，000円

一般寄付
O匿名

。スナック草笛

(平成26年度より継続)

O千本 数窓 三杉町

Oすみれダンスサークル

(平成26年度より継続)

0芸水主主ー 熊石畳岩剖T
物資寄付

。匿名

協

j藷

重語

話L

竜王

月

-
仕
事
納
め
の
式
(
十
二
月
二
十
九
日
)

月

-
仕
事
初
め
の
式
(
一
月
五
日
)

・
八
雲
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
新
年
会

.
八
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
親
睦
会

・
八
雲
町
民
生
委
員
推
薦
会

・
第
二
回
評
議
員
会

・
第
二
一
悶
正
副
会
長
会
議

・
八
雲
民
謡
会
新
年
親
睦
会

.
第
3
四
半
期
監
事
監
査

.
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

.
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修

・
熊
石
中
・
高
生
冬
休
み
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

雑巾52枚札
幌
市

-
年
度
初
め
式

・
八
雲
町
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
総
会

.
立
岩
羽
衣
会
通
常
総
会

・
八
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会

月

-
第
五
回
理
事
会

.
第
二
回
八
雲
町
共
悶
募
金
委
員
会
理
事
会

.
溶
部
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

・
第
凶
田
正
副
会
長
会
議

・
八
笠
宮
町
民
生
委
員
協
議
会
定
例
会

・
北
海
道
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
長
研
修

.
東
野
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会
新
年
度
総
会

・
第
二
十
五
回
熊
石
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
演
装
会

・
第
三
凹
北
渡
島
桧
山
保
健
医
療
福
祉
図
域
連
携
推
進
会
議
「
地

域
医
療
椛
想
調
整
専
門
部
会
」

・
平
成
一
一
十
七
年
度
八
雲
保
健
所
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
ネ
ッ
ト

ワ
i
ク
会
議

・
平
成
一
一
十
七
年
度
北
海
道
社
協
職
員
連
絡
協
議
会
第
二
回
正
副

会

長

・

ブ

ロ

ッ

ク

代

表

幹

事

合

同

会

議

札

幌

市

.
領
内
町
内
会
第
一
回
安
心
安
全
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

札
幌
市

月

-
第
五
回
正
郎
会
長
会
議

・
第
二
回
八
雲
町
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
及
、
ひ
第
二
割
八
雲

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

・
第
六
回
理
事
会

・
八
雲
保
健
所
自
殺
対
策
連
絡
会
議

.
八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会

・
平
成
二
十
七
年
度
第
三
回
管
内
社
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
並

び
に
第
二
回
管
内
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
役
員
会

渡
島
合
同
庁
舎

-
第
三
国
評
議
員
会

・
独
立
行
政
法
入
国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院
存
続
期
成
会

.
熊
石
身
体
障
謀
者
福
祉
協
会
初
春
の
集
い

四

月

省、品

この度、次のとあり異動がありまし乏のであ知らぜいだします。

※平成28年3月31日付退職者

会
報
第
四
十
一
号

※平成28年 4月 1日付採用

運 転 手

※平成28年4月 1日付昇任

デイサービスセンター係長

デイサーピ、スセンター主任

※平成28年 4月 1日付異動

居宅介護予防係長 ~~賀春

~よろしくお願い申しよげます。

夫(在宅福祉係)

明(在宅福祉係)

洋(デイサピ、スセンタ主任)

保(デイサービスセンター係)

美(デイサーピ、スセンタ係長)

武

智

寿

美

井

藤

安

工

。
八
雲
町
社
協
だ
よ
り
。

杉P

伊勢田

平
成
三
十
八
年
五
月
一
日
発
行

二
海
郡
八
雲
町
栄
町
十
三
一

社
会
福
祉
法
人
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

8
0
1
3
7

悩

2
1
1
2

限

0
1
3
7
1
臼

1
2
1
6
0

大

八雲町社協だよりの発行にも役立てています。|i赤い羽根共同募金の助成金は、


